
平成18年9月16日

第７回北東アジア港湾シンポジウム開催案内

北東アジア港湾シンポジウム実行委員会

委員長 栢原英郎

北東アジア港湾シンポジウムは、日本・韓国・中国の港湾関係者が港湾に関する最新の情報

と経験を交換し、相互の友好関係を深めることを目的に、三カ国持ち回りで毎年開催している

ものです。本年は、日本(宮崎)で開催されます。

日本での開催は、平成１２年大分、平成１５年新潟での開催に続き３回目となります。今回

、 「 」は 三カ国の港湾関係者が一堂に会し 地域の経済活性化や産業発展に向け港湾が果たす役割

と「観光を通じた地域振興に向け港湾が果たす役割」に焦点を当て、日中韓三ヶ国の現状と課

題について将来の方向性を探ることとしています。

２１世紀に入り、世界は、企業、人が国境を越えて活動し、情報が瞬時に世界をめぐるボー

ダーレスな社会へと急激に変化をしてきています。なかでもアジア地域で進展する経済活動の

一体化、活発な産業発展により、地方の港湾においても、それらと連携した取組が求められて

います。港湾分野における日本、韓国、中国の協力関係を強化し、国境を越えた人の交流を促

進することは、今後の我が国の港湾開発や振興活動等にとって極めて有意義であると考えられ

ます。つきましては、本シンポジウムの趣旨をご賢察の上、関係の皆さまのご参加をよろしく

お願い申し上げます。

主 催：北東アジア港湾シンポジウム実行委員会

国土交通省九州地方整備局、国土交通省国土技術政策総合研究所、独立行政法

人港湾空港技術研究所、宮崎県、宮崎市、社団法人日本港湾協会、社団法人日

本埋立浚渫協会、社団法人日本作業船協会、社団法人港湾荷役機械システム協

会、財団法人国際臨海開発研究センター、財団法人沿岸技術研究センター、財

団法人港湾空間高度化環境研究センター、財団法人港湾空港建設技術サービス

センター

共 催：国土交通省港湾局

日 時：平成１８年１１月８日（水）13:00～17:30（レセプション 18:30～）

会 場：フェニックス・シーガイア・リゾート

コンベンション・センター・サミット

シンポジウム会場 ４階「天瑞」

レセプション会場 ４階「樹葉」

〒880-8545 宮崎市山崎町浜山 TEL:0985-21-1081

プログラム：別紙参照

参 加 費：シンポジウム：無料

レセプション：3,000円（当日受付 （宿泊費、交通費等は自己負担））

申 し 込 み：別紙申込書に必要事項を記入し、下記申込先までＦＡＸして下さい。

（定員になり次第締め切ります。お早めにお申し込み下さい ）。

申込み・問い合わせ先：

国土交通省 港湾局 建設課 国際業務室 寺西・辻村

TEL03-5253-8679、FAX03-5253-1652、E-Mail：port@mlit.go.jp
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２１世紀に入り、世界は、企業、人が国境を越えて活動し、
情報が瞬時に世界をめぐるボーダーレスな社会へと急激に
変化をしてきた。なかでもアジア地域で進展する経済活動
の一体化、活発な産業発展により、地方の港湾においても、
それらと連携した取組が求められている。
本シンポジウムでは、①地域の経済活性化や産業発展に

向け港湾が果たす役割、②観光を通じた地域振興に向け
港湾が果たす役割、に焦点を当て、日中韓三ヶ国の現状と
課題について将来の方向性を探る。

The 7th Northeast Asia Port Symposium

平成18年11月8日(水)13:00～17:30 （無料）

主催：北東アジア港湾シンポジウム実行委員会 共催：国土交通省港湾局

会場：フェニックス・シーガイア・リゾート
コンベンション・センター・サミット４階 「天瑞」

〒880-8545 宮崎市山崎町浜山
TEL : 0985-21-1081

第７回

宮崎港

フェニックス・シーガイア・リゾート

西都原古墳群

堀切峠・日南海岸

飛鳥

みやざき臨海公園

フェニックス・シーガイア・リゾート

綾の照葉樹林
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第７回北東アジア港湾シンポジウム・プログラム

平成18年11月8日(水)13:00～17:30 （無料）

共同研究報告
「北東アジアにおける港湾投資の振興とFTZのモデル研究」

財団法人国際臨海開発研究センター 森木 亮 第二調査部長
事例発表

「仁川港における背後地開発と複合一貫輸送の取組」
韓国仁川港湾公社 Mr. Hong Keun 港湾建設本部長

「青島経済技術開発区の投資誘致策と港湾開発」（未定）
中国交通部科学研究院 Mr. Li Zhong Kui 課長補佐

「上海スーパーエクスプレスを利用した新たなビジネスモデルの構築」
上海スーパーエクスプレス株式会社 中村 治 代表取締役社長

第１部総括
中央大学経済学部 山崎 朗 教授

第１部 複合一貫輸送と投資誘致による地域振興

第２部 クルーズ船寄港による港湾活性化と地域振興

共同研究報告
「北東アジアにおけるクルーズ振興策」

国土交通省港湾局振興課
事例発表

「済州島のクルーズ船誘致策と港湾活性化」
韓国済州特別自治地域 海洋水産部
港湾開発政策課 Mr. Kim, Sun Ou 課長補佐

「中国のクルーズ船誘致策と寄港事例」（未定）
中国交通部水運科学研究所 Prof. Gao Huijun 副主任

「北東アジアクルーズの展開」
コスタクルーズ社 （未定）
スタークルーズ社 荒木 辰道 日本代表
パンスターライン社 Mr.Kim Hyun - Kyum 会長

第２部総括
淑徳大学国際コミュニケーション学部 廻 洋子 教授

申し込み・問い合わせ
国土交通省 港湾局 建設課 国際業務室
TEL03-5253-8679、FAX03-5253-1652

E-Mail：port@mlit.go.jp

参加費：無料(事前申し込み制・定員になり次第〆切)
2006.09.29版



項目 入力欄

氏　　　名

組織名称

部　署　名

役　　　職

住　　　所

郵便番号

電話番号

FAX番号

メールアドレス

港湾シンポジウム
(11月8日(水) 13:00-17:30)

□　出席　　□　欠席

レセプション(会費\3,000-)
(11月8日(水), 18:30- )

□　出席　　□　欠席

● 参加申込みの方法

１．電子メールによる申し込み(推奨)

２．ＦＡＸによる申し込み(→出来る限り、電子データでの申込みをお願い致します)

● 参加申込み〆切
　平成１８年１０月６日（金）までにお申し込み下さい(定員になり次第、〆切)。

第７回 北東アジア港湾シンポジウム　参加申込書

　当ファイルに必要事項をご記入のうえport@mlit.go.jpまでファイルを送信して下さい。

　この申込書をプリントアウトして頂き、必要事項をご記入のうえ03-5253-1652までFAXして下さ
い。

問い合わせ：国土交通省港湾局建設課国際業務室　　TEL:03-5253-8679



■     宿泊期間：2006年11月7日（火）～　＊前後泊も同料金にて対応
■     施設、料金： お一人様、1泊朝食付き・サービス料・税金込み
■     申し込み締め切り　　2006年10月10日（火）

シングル ツイン
シェラトン・グランデ
オーシャンリゾート

(スタンダード)
シェラトン・グランデ
オーシャンリゾート

(デラックス)
サンホテル　フェニックス

(洋室)
サンホテル　フェニックス

(和室)

■   キャンセル料のご案内

ご宿泊予定日の前日から対象となります。

前日で室料の５０％、当日で１００％を申し受けますのでご了承下さい。

■   宿泊料金について

上記の宿泊料金は、「第７回北東アジア港湾シンポジウム」参加者用の

特別割引料金です。

   営業時間 平日／09：00～17：00
  土曜日／日曜日・祝日･･･FAX又はE-mailにてお願いします。
http://www.seagaia.co.jp/index.html

   ＴＥＬ　０９８５－２１－１０６２

15,750円 10,500円

20,000円 14,000円

10,500円 7,350円

10,500円 7,350円

フェニックス・シーガイア・リゾート
 予約販売課　グループ担当席
   FAX　０９８５－２１－１５２０
   E-mail　yoyaku@seagaia.com

＜お問い合わせ先＞
原則ＦＡＸまたはＥ－mailにてお申し込み下さい。

Ｄ

フェニックス・シーガイア・リゾート
ご宿泊の案内について

Ｂ

Ｃ

部屋のタイプ

Ａ

サンホテル・フェニックス
(園内シャトルバスにて5分)

シェラトン・グランデ・オーシャンリゾート

コンベンションセンターサミット（会議場）

フェニックス・シーガイア・リゾート



＜会社名＞

＜申込者氏名＞

11/7(火) 11/9(木)

ミヤザキ タロー

宮崎 太郎

1

ホテル担当者　返信欄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者氏名/

第７回北東アジア港湾シンポジウム参加者
宿泊申込書

E-mail

氏名（フリガナ）
利用

7

6

5

4

3

2

シングル○ AE.G. 男

フリガナ

性別

宿泊日
部屋の
タイプ11/8(水)

同伴者名
リクエスト等

フェニックス・シーガイア・リゾート
予約販売課　グループ担当 　行
ＦＡＸ　０９８５－２１－１５２０

E-mail　yoyaku@seagaia.com

電話

ＦAX

申し込み締め切り　　2006年10月10日（火）


